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９
月
１
７
日
（
日
）、
小
田
急
線
新
宿
駅
６
時

１
１
分
発
の
急
行
新
松
田
行
き
に
乗
車
。 

 

新
松
田
駅
に
７
時
２
９
分
着
。
バ
ス
停
に
向

か
う
と
す
で
に
大
行
列
。
前
か
ら
４
人
目
あ
た

り
に
先
に
着
い
て
い
た
西
川
さ
ん
が
並
ん
で

い
る
。 

と
い
う
わ
け
で
、
参
加
者
は
、
宗
像
夫
人
、

川
名
夫
人
、
奥
村
、
西
川
、
神
吉
、
戸
丸
の
６

名
。
無
理
か
と
思
っ
た
が
、
大
き
な
バ
ス
で
幸

運
に
も
６
人
と
も
座
れ
た
。 

 

７
時
４
５
分
発
の
西
丹
沢
自
然
教
室
行
き

（
西
丹
沢
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
名
前
が
変

わ
り
バ
ス
の
表
示
は
西
丹
沢
に
変
わ
っ
て
い

た
）
に
乗
車
。
バ
ス
は
市
街
地
か
ら
ど
ん
ど
ん

丹
沢
の
緑
の
中
に
向
か
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
ん

な
に
山
が
深
か
っ
た
の
か
と
い
う
く
ら
い
緑
、

緑
、
緑
で
す
。 

 

８
時
５
６
分
頃
、
西
丹
沢
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
に
到
着
。
登
山
届
を
６
名
分
提
出
し
、
各
自

ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。 

 

９
時
１
５
分
出
発
。
先
頭
は
神
吉
さ
ん
。
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
の
案
内
標
識
に
従
っ
て

進
む
。
標
識
に
は
下
棚
１
．
６
５
キ
ロ
、
畦
ヶ

丸
４
．
８
キ
ロ
と
あ
る
。
す
ぐ
に
水
色
の
欄
干

の
吊
り
橋
を
渡
る
。
上
流
側
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
は
三
連
休
と
も
あ
っ
て
テ
ン
ト
が
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
。
子
供
た
ち
が
こ
の
時
間
か
ら
川

に
入
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
し

っ
か
り
し
た
吊
り
橋
だ
が
や
は
り
少
し
揺
れ

る
。 

 

道
は
針
葉
樹
の
林
に
な
る
が
、
す
ぐ
に
自
然

林
に
な
る
。
目
の
前
に
堰
堤
が
見
え
、
す
ご
い

勢
い
で
水
が
流
れ
落
ち
て
い
る
。
堰
堤
の
左
端

の
急
な
階
段
を
登
っ
て
行
く
と
ま
た
川
沿
い

の
道
に
な
る
。
穏
や
か
な
流
れ
だ
が
、
こ
こ
で

最
初
の
木
道
の
よ
う
な
丸
木
橋
を
渡
る
。
こ
れ

か
ら
こ
の
よ
う
な
橋
を
た
く
さ
ん
渡
っ
て
右

に
左
に
と
沢
に
沿
っ
て
進
ん
で
行
く
。 

 

中
学
生
か
高
校
生
位
の
若
い
集
団
が
何
団

体
も
我
々
を
追
い
越
し
て
ゆ
く
。 

渓
流
は
美
し
く
て
驚
い
た
。
以
前
来
た
時
に

は
こ
ん
な
だ
っ
た
か
と
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
い

た
。
丸
木
橋
は
た
わ
ん
で
揺
れ
る
も
の
も
あ
っ

て
慎
重
に
わ
た
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
橋
が

な
か
っ
た
ら
こ
の
渓
流
は
通
過
で
き
な
い
。
管

理
し
て
い
る
人
に
感
謝
だ
。 

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
６
６
号 

２
０
２
３
年 

１
０
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

西
丹
沢
・
畦
ヶ
丸
は
沢
を
渡
る
ス
リ
ル
と
登
り
の
手
ご
た
え
が
半
端
な
い
！ 

下
棚
（

滝

）
も
大
迫
力
だ
っ
た
！ 

 

前
山
に
７
名
！ 
サ
ス
ザ
ワ
山
か
ら
の
奥
多
摩
湖
は
絶
景
で
し
た

。
奥
多
摩
駅
前
で
楽
し
い
打
ち
上
げ
！ 
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一
か
所
、
ど
こ
を
渡
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う

場
所
が
あ
っ
て
若
者
の
集
団
も
渡
渉
地
点
を

探
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
我
々
は
そ

の
少
し
上
の
と
こ
ろ
で
飛
び
石
を
利
用
し
て

何
と
か
渡
っ
た
。
増
水
し
て
い
た
ら
引
き
返
す

地
点
か
も
し
れ
な
い
。 

 

１
０
時
４
分
、
大
き
な
堰
堤
を
右
側
に
あ
る

階
段
で
超
え
る
。
そ
の
後
は
大
き
な
岩
の
あ
る

沢
を
右
に
左
に
橋
で
超
え
て
ゆ
く
。 

 

１
０
時
２
５
分
、
１
．
３
キ
ロ
地
点
。
ど
う

や
ら
渓
流
の
渡
渉
は
終
わ
っ
て
山
道
に
な
る
。

山
頂
ま
で
は
あ
と
３
．
５
キ
ロ
だ
。 

１
０
時
３
１
分
、
下
棚
沢
出
合
。
左
に
支
流

が
分
か
れ
て
い
る
が
山
の
奥
な
の
に
割
と
広

い
河
原
だ
。
下
棚
（
滝
）
を
見
よ
う
と
こ
の
支

流
に
沿
っ
て
進
む
。
５
分
ほ
ど
で
想
像
を
は
る

か
に
超
え
る
立
派
な
滝
に
到
着
。
高
さ
も
水
量

も
迫
力
十
分
だ
。
滝
壺
少
し
手
前
で
記
念
撮
影
。 

１
０
時
５
２
分
、
元
の
分
岐
点
に
戻
る
。
約

２
０
分
の
道
草
だ

っ
た
が
満
足
感
は

い
っ
ぱ
い
だ
。 

１
１
時
８
分
、
左

本
棚
の
分
岐
だ
が
、

本
棚
に
は
寄
ら
ず

真
っ
す
ぐ
進
ん
で

ゆ
く
。
梯
子
を
登
っ

て
沢
の
右
の
山
道

を
進
む
。
そ
の
あ
と

も
梯
子
を
下
り
、
ま
た
沢
を
超
え

て
梯
子
を
登
る
。 

１
２
時
４
０
分
、
善
六
ノ
タ

ワ
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
３
．
１
キ
ロ
、

山
頂
ま
で
１
．
７
キ
ロ
地
点
だ
。

左
右
が
落
ち
込
ん
だ
馬
の
背
の

よ
う
な
と
こ
ろ
を
通
過
す
る
。
す

ぐ
に
階
段
を
降
り
る
と
目
の
前

に
は
立
ち
は
だ
か
る
よ
う
な
長

い
上
り
の
階
段
が
出
て
く
る
。
し

か
し
登
っ
て
み
る
と
そ
れ
ほ
ど

で
も
な
く
ク
リ
ア
ー
出
来
た
。 

１
時
２
５
分
、
４
．
０
キ
ロ
地

点
、
山
頂
ま
で
あ
と
８
０
０
ｍ

だ
。 １

時
５
０
分
、
畦
ヶ
丸
到
着
。

手
ご
た
え
十
分
だ
っ
た
。
先
頭
の

神
吉
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

丁
度
い
い
テ
ー
ブ
ル
が
あ
る

の
で
こ
こ
で
短
め
の
遅
い
昼
食
。

ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
持
ち
寄
り
の
お

惣
菜
、
お
湯
を
沸
か
し
て
コ
ー
ヒ

ー
も
短
時
間
で
や
り
遂
げ
る
。 

記
念
撮
影
を
し
て
、
下
山
準

備
。
短
め
と
言
っ
て
も
正
味
約
４

５
分
位
は
楽
し
ん
だ
。 

２
時
４
５
分
、
下
山
開
始
。
大

滝
橋
バ
ス
停
ま
で
は
６
．
２
キ
ロ

だ
。
先
頭
は
奥
村
さ
ん
。
す
ぐ
に

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 １０月１５日（日）小田急線新宿駅 

７時２１分発 快速急行 藤沢行き 

（前から３両目） 
途中駅発  

代々木上原 7：26 下北沢 7：29 登戸 7：38  

新百合ヶ丘 7：44 町田 7：53 相模大野 7：56  

中央林間 7：59 

藤沢 8：18（江ノ島線乗換）8：24発 

片瀬江の島 8：31着 

 

交通費 新宿～江の島      片道６４９円 

遊覧船べんてん丸 片道４００円 

１
０
月
１
５
日
（
日
）
江
の
島
ハ
イ
キ
ン
グ 

ら
く
だ
コ
ー
ス 

歩
行
約
２
時
間
位 

 小
田
急
線
片
瀬
江
ノ
島
駅
か
ら
弁
天
橋
を
渡
っ
て
江
の
島

を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す
。
灯
台
付
近
で
昼
食
で
す
。 

昼
食
後
は
島
の
反
対
側
の
岩
屋
方
面
に
降
り
ま
す
。 

遊
覧
船
が
出
て
い
れ
ば
（
天
気
に
よ
っ
て
は
欠
航
）
船
で
弁

天
橋
に
戻
り
ま
す
。
欠
航
の
場
合
は
階
段
を
上
っ
て
逆
コ
ー

ス
で
弁
天
橋
に
戻
り
ま
す
。 

 

〇
持
ち
物 

お
弁
当
、
飲
料
水
、
カ
ッ
プ
、
非
常
食
、
傘
、
雨
具
、

着
替
え
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛
み
止
め
ス
プ
レ

ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

他 
 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は 

１
０
月
１
３
日
（
金
） 

 

収支 

繰越        22605 円 

 

支出 

News/HP 作成費   500 円 

当日プリント代   200 円 

現在高          21905 円 
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畦
ヶ
丸
避
難
小
屋
、
新
し
く
て
泊
ま
っ
て
み
た

い
よ
う
な
小
屋
だ
。 

急
な
階
段
を
下
っ
て
ゆ

く
と
今
度
は
上
り
に
な
る
。
そ
し
て
延
々
と
下

り
だ
。
木
漏
れ
日
は
美
し
い
。 

 

３
時
過
ぎ
、
少
し
平
坦
に
な
り
尾
根
道
を
楽

し
む
。 

 

３
時
４
１
分
、
山
頂
か
ら
１
．
７
キ
ロ
地
点
。

バ
ス
停
ま
で
は
あ
と
４
．
５
キ
ロ
だ
。
道
は
左

側
に
９
０
度
曲
が
っ
て
ゆ
く
。 

 

４
時
１
分
、
道
の
左
側
に
ブ
ナ
の
根
が
さ
ら

け
出
さ
れ
て
大
き
く
張
っ
て
い
る
の
に
出
会

う
。
白
く
美
し
い
が
生
き
残
ろ
う
と
必
死
に
根

を
張
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
山
は
ブ
ナ
が
多

く
そ
れ
で
水
も
豊
か
な
の
だ
と
納
得
す
る
。 

 

４
時
半
、
沢
沿
い
に
出
る
。
山
頂
か
ら
３
キ

ロ
地
点
、
バ
ス
停
ま
で
３
．
２
キ
ロ
。
中
間
の

地
点
だ
。
一
軒
家
避
難
小
屋
が
あ
る
が
中
は
暗

く
て
あ
ま
り
お
世
話
に
な
り
た
く
な
い
。 

 

少
し
進
ん
で
丸
木
橋
で
左
側
に
渡
る
。 

 

５
時
、
階
段
が
崩
落
し
て
い
て
、
備
え
付
け

の
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
慎
重
に
降
り
る
。
ま
た

階
段
状
の
木
道
を
登
っ
て
行
く
。 

 

５
時
半
、
急
な
道
で
沢
に
降
り
る
。
そ
の
あ

と
は
ま
た
橋
で
川
を
渡
る
。 

 

５
時
４
０
分
、
右
側
に
大
き
な
滝
が
現
れ
る
。

幅
も
あ
り
落
差
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が
大

迫
力
だ
。
多
分
こ
れ
が
大
滝
で
は
な
い
か
と
思

う
。
滝
壺
も
水
が
た
っ
ぷ
り
だ
。
真
夏
な
ら
飛

び
込
み
た
く
な
る
だ
ろ
う
。 

長
い
下
り
を
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
。
日
没

が
近
く
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
出
す
か
出
さ
な
い

か
の
ギ
リ
ギ
リ
の
時
間
に
な
っ
た
が
、
何
と
か

出
さ
ず
に
済
ん
だ
。
明
か
り
が
見
え
た
の
で
住

宅
に
出
た
か
と
思
っ
た
ら
林
の
中
の
キ
ャ
ン

プ
地
だ
っ
た
。
明
か
り
を
点
け
て
夕
食
の
準
備

中
の
よ
う
だ
。
林
道
に
出
て
薄
暗
い
中
を
進
ん

で
行
く
が
道
が
広
い
の
で
大
丈
夫
だ
。 

バ
ス
の
最
終
ま
で
１
時
間
ほ
ど
あ
る
の
で

タ
ク
シ
ー
利
用
も
考
え
て
、
歩
き
な
が
ら
三
社

ほ
ど
電
話
し
た
が
ど
れ
も
だ
め
だ
っ

た
。

３
連
休
で
忙
し
い
の
か
、
そ
れ
と
も
運
転
手
不

足
な
の
か
？ 

 

時
間
が
あ
る
の
で
、
明
る
い
バ
ス
停
で
お
湯

を
沸
か
し
て
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
。
皆
さ
ん
は
暗

が
り
で
着
替
え
た
り
し
て
い
た
。 

 

７
時
９
分
の
バ
ス
に
無
事
乗
る
こ
と
が
で

き
た
。
バ
ス
が
有
っ
て
よ
か
っ
た
。 

 

新
松
田
か
ら
無
事
に
帰
京
。
大
迫
力
の
畦
ヶ

丸
を
再
認
識
し
た
一
日
で
し
た
。 
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